
5. 法

つく資材丹ピj掛キ才時に斗ヤrする翔f,控水土tについて

1 .背 景と特徴

近年育苗センターを中心に床土代寄資材の使月Jが増力再する観Fどにあり、有苗ブラント方式

ては床土づめ、棒水、撫1範務土、治苗網積髭ねの一連の作業が2分前後て完了するため、推

水主と資材 (培土 )の近水速度及び箱外流出水最と時間の早遅が出茅率、打おいt力 と発生等

に与える影響が大きいので、県内の代神Ff材4"用の大半を占めると思われるt3資 材のと1芽

時棒よ費について校許、十した結果、…応の適IE揖が見いだされたので指導 Lの参考に供する。

ガ.播 術内容

O安 村ル1逆lTヤれホ批

材

1 峰準 床 土 量

(Kク/知1)
箱 の 織 類

適 正 海 水 量

(Z/箱 )

箱外流水の大半が終る時間

t恐水後、分、秒)

合 成 培 土

t 三  井 〕

] . 7 0

( 】 3 廊 )

木    !嬰 111l o～ 1.20 3 0 1 -   3 5 W

ブラネチック製 0.9t,～ 1.00 1昂
1～
  4 0 8

状 指 土

″  i/  メ 、`
｀
わ

L 7 5

( 1 3 伽 )

木 製 工 15～ l.25 2 5 8 _   3 0 '

プラスチック製 095～ 1.1'3 2 0 '～   3 0 8

なヽ fよ特 土

いなほfll■)

2 6 0

( 1 5 腕 )

本 製 1.00～ 1.]0 1 '島 O Rヽ , 2 . 0 0 '

フラスチック製 090～ 095 31008_4'00ロ

普及上の留討点

11) !木榔で花線及び孔脇tの ういものは、お正1':水上の上限をt i 2潰箱は下眼を目標にする

こと,

121 プラスチック製れiヤi、孔際itの大きいもの (25● ヤ)は洒正ヤだ水量の上限を、小さいも

のは (10c抗 以下 )下URを出摩とするごと,

(3)7ラ ントα)形式によっては各作業の時間的!|師ヽ1に差があるので考慮すること′

|や 個 人育高牛て、ヤ■水t将 行!、り土、付託於の各作業間隔が長い場合'式上限を選えた (10

-,0,)■ 水再:でもナきな障害ti認めらぷない。             十

注lfl!ル受、え||夕)札性以

1ユ1 科 モ||十11u名 :求土代革い材の文力1化に卜iすみ■戦  :

!|!i 試
,1年次、場所 ;|キ神 i5〔)年、す1試、共作由|
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(31 試験方法

O 供  試  資  材 :作成肯土 t三井 )、粒状培土 (ク
レハ )、いなほ床土 (いなほ化r)

0 濯  よ  方  法 :如露博利用による水通水准テ:モ及び
一樹'お種プラント使用

0 海 本時間及び量 :換末時的 6～ 官秒/箱 、澪と水量 上、与
～ 08だ /箱

C 供 試箱の極娘及 :木納 (化援状 )、孔隙量 43～ 65が 、子し険率
どヽ ■%

び 子と 後  量  プ ラスチンタ象箱、孔際量145ず t子し珠率 |,9%(い ず純
すも新F景

紙軟条件で使月1)

t4)試 験結身t及ひ具体的デ
ーター

O 床 土t(科資材β)吸水対

0 通 正搾水±1による培it(末 土+な ■ )の 水分及喜
14=,iI

「＼ 4 と と 格 当 り ダ/箱 )

1資材れ| か ＼ 聖翌1生とJ堂摯斐ギ巣 空―卜告ギ
1 合 成培 土く三 2 5 1  3 0 ～ 4 3 1  8 8 ～ T 0 1 1 する 1,馬対一百蒜
一
へ一い

一

L _

1粒 1太培 上(ク レ
′ 3 も～ 3 5 1 1  7 0 ～ 7 2 1 1 3

‐ ~ ~ ~ ' ~ 丁 ~ ~

2 5  1 2 2

トーー

|い な'百、対土 (い なほ化工 )

|          」 !どと上堂主主坐_三:_王上!

箱の範類による差ti少えtいと

栓土後の洋水を行なわない条件6

資材名

品
分

　

の

製
水

　

ｔ

最大吸水率

( % )

簿
い

伊 比 主 100だ 当 標準景における最大晩水ぷ

(夕/Cだ)

り吸不 托

C C )

床

は,)

土 1  務   土

i ~

合 成培土

( 三井井 )

18ハウ 9 48-42

0 9 6

9 9 5

0 0 2

( ) S ヽ

37-SO

,1 ～ヽ うけ

I.70

粒状培 土

C クレハ)
10-11 52-54 上 ?5

いなほ末土

G章ミ↓孜化]D
8ハウ 9 33-35

l . 1 1

1 , 1 5

37- と 0 2  6 860-9!0  10 【  `|   と 〔'9ハウ320

火山灰
18-20 靖 ～ 本7

F 〕7 S

0 7 5

53ヽ レお5
| を
卓“

|
1湖L,lst!81_ゥ_
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⑥ 経 水最と透水速度及び衛外流出豊

資ヽ
駄
念

床 土
ど野二

は掬 )

の
類
箱
種
落 水
登

校土に支障
和 勘 朝
水する時間
( 秒)

床土面より
完全に減水
す る時 陪|
t 秒)

箱外流水の
大半が終え
る 時 間
( 分、秒 )

輝水2分け
後の箱外流
出水豊
tCC)

考備

合
成
培
土

（
三
井

）

1.70

(;科)

木

1 . 5

1 . 2

1 . 0

0 . S

1 1 - 1 3

5 ～  7

3 ～  4

0 ～  2

13ヽ ′21

9～  11

4,- 5

2 ～  3

3 ' 0 0 “

3 5 8

2 0 '

2 0 ‖

100-120

0 ～   5

迪湿、性1芽不良

出身良

出芽良

検上り、少

ブ

7

５

３

０

８

１

　

１

　

１

　

０

1 9 - 2 1

1 1 - 1 3

6 ～  8

2 ～  3

5 3～  5 7

弟 ～  丹6

11  -  1 '

3 -  与

7 1 3 0 '

6 Ⅲ 2 5 8

4 0 い

3 0 ‖

210ハ 4230

70- 80

5小ウ 10

0 -  5

過醜、出芽不良

過湿、出芽不良

出芽良

出芽やや鼻、様上り少～ビ

粒
状
培
士

（
ク
レ

ハ
）

I , 7 5

(撚)

木

1 . 5

1 . 2

1 0

0 8

1 3  ～ 1 5

6 -  7

3 ～  4

0

沈  ～ , 3

1 0営  1 2

3 ～  4

0

3 1 2 5 R

3 0 8

60～  70

0 ハヤ  5

やや逸湿、出芽やや不良

出芽良

出芽良、根上り、少

根上り、少～中

プ

フ

1 . 5

1 . 2

1 . 0

0 . 8

1 7 - 2 o

1 0 ～ 1 2

4 -  5

0

4 7 ～ b t ,

t O  ～ 3 3

7 ～ l  f l

0

7 ' ( 〕0 ‖

6 ! t a  F , '

2 5 "

]と0-330

50- 00

t 】―   じ

過ま'、比1芽不足

やや)とと親、出芽不良

出1牙良

根上り、少

い
な
ほ
培
土

（
い
な
ほ
化
工
）

2.60

(協)

力ぐ

1 . 2

1 . 1

1 0

0 8

1 3 - 1 う

1 2  ,ヽ  1 3

1 2 - 1 8

6 ～  7

3 4 - 3 7

3 8～  3 5

2 7 -  3 0

1 3 - 1 5

2 1 1 5 日

2 t 0 0 '

1 ' 3 0 '

20- 39

【〕-  3

ややう&湿、掛芽やゃイて農

さ1芽A

出芽長

恨上り少～中

フ

フ

1 , 2

1 0

r j  8

2 0 - 2 5

1 4 - 1 6

8 ～ I け

6 0 -  7 9

キ0～ ヽい

15  ・-  1 3

? t ( i じ出

5 1 3 0 日

2 ' 0 0 `

80-lt)0

1 0～  1 5

過湿、出芽不良

出芽員

検 Lり、少

火

|| |

灰

土

: 40

(裾)

】く

1 . 5

1 . 2

1 . 0

0 8

1 0 ' W 1 2

5 ～  6

2 ～  3

0

1 5 ～ 1 7

7 トフ S

2 ～  3

0

2 ' 2 0 日

i : ( ) ロ

2 0 ‖

30～ 550

0 ～  3

やや過油ユ、lil芽やや不鼻

1出芽良

iH芳良、棒iり 、ビ

は1芽やや良、根上り、少～ピ

フ

1 . 5

1 . 2

1 . 0

0 8

5 ～ 1 7

7 ～  9

35～ 38

1 0 - 1 2

3 ～  Ⅲ

0

' 0 0 8

4 5 ‖

2 3 日

70- 9o

10- 30

0 -  3

週湿、lli芽不津

やや過れ、出1非やや良

性|力良

Ul芽良、棋■、ビ

15 1  妓された問題点

こ! 材質放びすし際士の異なる箱についての検討

0 坊 資村についての検討
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